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1.2. 対日M&Aを活用した企業が直面していた課題

近年、複数の日本企業が、海外資本の持つグローバルネットワークやノウハウ等を活用して、海外販路の拡大
や経営の高度化、人材の強化・育成などを実現している
急激に変化する経営環境において、企業が持続的成長を続けるためには、事業ポートフォリオの見直しやイノ
ベーション創出、グローバル展開の強化、DXの推進や生産性・収益性の向上、ESGやダイバーシティ経営等の
困難な課題への迅速な対応が必要である
本事例集では以下の課題について対日M&Aを活用して解決した日本企業を取り上げている

企業・事業戦略

■主力事業とシナジーのない事業や子会社がある
■海外で先行する分野における商品・サービスやビジネスモデルを活用し収益基盤を確保したい
■円滑に事業承継を実施したい（オーナーに頼らない組織経営への移行）

資金・ノウハウ

■海外展開のノウハウやネットワークが不足している
■グローバルな知見によるDX推進や生産性の向上につなげたい
■自社や国内企業の技術力・資金力では今後の事業開発に限界がある
■同業他社などM&A（企業買収）を実施したいが資金やノウハウが不足している

人材・体制

■更なる事業成長に向けて自社に不足する経営人材を獲得したい
■体制整備（上場を含む）や魅力あるエクイティストーリーを構築したい


